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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  蛍光画像を動画として取得可能な電子内視鏡
装置を、提供する。
【解決手段】  光源装置２は、Ｂ，Ｇ，Ｒの各フィルタ
２７１，２７２，２７３及び透明部材２７０を具備した
ホイール２７を、備えており、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，励起
光を、順に、繰り返し発する。対物レンズ１２は、これ
らの光が照射された被検体の像を形成する。撮像素子１
５は、この被検体の像を画像信号に変換する。ビデオプ
ロセッサ３は、この画像信号を取得し、動画用の通常画
像データ及び動画用の蛍光画像データを生成する。さら
に、ＰＣ４は、画像処理を行って蛍光画像データにおけ
る輝度値が所定範囲内の特定領域を抽出し、通常画像デ
ータにおけるこの特定領域に対応する部分を青で示した
診断用画像データを生成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】被検体を照明する照明光学系と、
可視光，及び，生体組織自体からの蛍光を励起する励起
光を発するとともに、これら可視光と励起光とを交互に
切り換えて繰り返し前記照明光学系へ導く光源装置と、
前記被検体表面からの光のうちの励起光以外の成分を収
束させて、この被検体表面の像を形成する対物光学系
と、
前記対物光学系によって形成された被検体表面の像を撮
像して画像信号に変換する撮像素子と、
前記撮像素子により取得された画像信号のうち、前記照
明光学系に可視光が導かれている期間に対応する部分に
基づいて動画表示用の通常画像データを生成し、前記照
明光学系に励起光が導かれている期間に対応する部分に
基づいて動画表示用の蛍光画像データを生成する画像処
理部とを備えたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】前記光源装置は、可視光を発する可視光源
部と、
励起光を発する励起光源部と、
前記可視光源部から発せられた可視光と前記励起光源部
から発せられた励起光とを交互に切り換えて繰り返し前
記照明光学系へ導く光源切換部とを、有することを特徴
とする請求項１記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】前記光源切換部は、前記可視光源部から発
せられた可視光を遮光可能な第１の遮光板と、
前記励起光源部から発せられた励起光を遮光可能な第２
の遮光板と、
前記第１の遮光板により可視光を遮光しているときに
は、前記第２の遮光板を励起光の光路から退避させ、前
記第２の遮光板により励起光を遮光しているときには、
前記第１の遮光板を可視光の光路から退避させる切換駆
動機構とを、有することを特徴とする請求項２記載の電
子内視鏡装置。
【請求項４】前記可視光源部及び励起光源部は、これら
各光源部から発せられた光が所定の交差位置において互
いに交差するように、夫々配置され、
前記照明光学系は、これら各光源部の一方から発せられ
た光の光路上における前記交差位置以降の位置に配置さ
れ、
前記光源切換部は、前記交差位置に挿入されて前記各光
源部のうちの一方から発せられた光を遮断するととも
に、他方から発せられた光を反射して前記照明光学系へ
導くことができる反射部材と、該反射部材を前記交差位
置に対して繰り返し挿入又は退避させる切換駆動機構と
を、有することを特徴とする請求項２記載の電子内視鏡
装置。
【請求項５】前記光源切換部における反射部材は、円板
の周縁部近傍が一部切り欠かれた形状の光路切換ホイー
ルであり、
前記切換駆動機構は、前記光路切換ホイールの周縁部近
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傍における切り欠かれた形状の部分と切り欠かれていな
い形状の部分とが、交互に、前記交差位置に挿入される
ように、当該光路切換ホイールを回転させることを特徴
とする請求項４記載の電子内視鏡装置。
【請求項６】前記光源切換部における反射部材は、前記
各光源部の一方から発せられた光を透過させる透明部
分，及び，これら各光源部の他方から発せられた光を反
射させる反射部分によりなる円板状の光路切換ホイール
であり、
前記切換駆動機構は、前記光路切換ホイールの透明部分
と反射部分とが、交互に、前記交差位置に挿入されるよ
うに、当該光路切換ホイールを回転させることを特徴と
する請求項４記載の電子内視鏡装置。
【請求項７】前記画像処理部は、前記蛍光画像データの
うちの輝度値が所定範囲内である特定領域を抽出して、
この特定領域を示す診断用画像データを生成することを
特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の電子内視鏡
装置。
【請求項８】前記画像処理部は、前記蛍光画像データの
うちの輝度値が所定範囲内である特定領域を抽出し、前
記通常画像データにおける前記特定領域に相当する部分
を所定の色で示してなる診断用画像データを生成するこ
とを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の電子内
視鏡装置。
【請求項９】前記画像処理部は、前記通常画像データか
ら参照画像データを抽出し、
この参照画像データのうちの輝度値が所定の第１閾値以
上の領域を、所定領域として抽出し、
前記蛍光画像データにおける前記所定領域に対応する領
域のうち、輝度値が前記第１閾値より大きい所定の第２
閾値未満の領域を、特定領域として抽出し、
前記通常画像データにおける前記特定領域に相当する部
分を所定の色で示してなる診断用画像データを生成する
ことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の電子
内視鏡装置。
【請求項１０】前記参照画像データは、モノクロ画像デ
ータであることを特徴とする請求項９記載の電子内視鏡
装置。
【請求項１１】前記光源装置の可視光源部は、白色光を
射出する白色光源部であり、
この光源装置は、円板状に形成されるとともに、青色光
のみを透過させるＢフィルタ，緑色光のみを透過させる
Ｇフィルタ，赤色光のみを透過させるＲフィルタ，及
び，少なくとも励起光を透過させる透明部材が、その周
方向に沿って夫々配列されたホイールと、
前記光源切換部から白色光が射出されている期間中に
は、前記ホイールの各フィルタが、順次、前記光源切換
部及び前記照明光学系間の光路中に挿入されるととも
に、前記光源切換部から励起光が射出されている期間中
には、前記ホイールの透明部材が、前記光源切換部及び
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前記照明光学系間の光路中に挿入されるように、当該ホ
イールを回転させる回転駆動部を、さらに有することを
特徴とする請求項２～６のいずれかに記載の電子内視鏡
装置。
【請求項１２】前記画像処理部は、前記ホイールのＢフ
ィルタが光路中に挿入されている際に、前記撮像素子か
ら得られる画像信号，前記ホイールのＧフィルタが光路
中に挿入されている際に、前記撮像素子から得られる画
像信号，及び，前記ホイールのＲフィルタが光路中に挿
入されている際に、前記撮像素子から得られる画像信号
に基づき、カラー動画表示用の通常画像データを生成す
ることを特徴とする請求項１１記載の電子内視鏡装置。
【請求項１３】前記画像処理部は、前記ホイールのＲフ
ィルタが光路中に挿入されている際に、前記撮像素子か
ら得られる画像信号に基づき、参照画像データを生成
し、
この参照画像データのうちの輝度値が所定の第１閾値以
上の領域を、所定領域として抽出し、
前記蛍光画像データにおける前記所定領域に対応する領
域のうち、輝度値が前記第１閾値より大きい所定の第２
閾値未満の領域を、特定領域として抽出し、
前記カラー動画表示用の通常画像データにおける前記特
定領域に相当する部分を所定の色で示してなる診断用画
像データを生成することを特徴とする請求項１２記載の
電子内視鏡装置。
【請求項１４】前記画像処理部から出力された画像デー
タを動画表示するモニタを、さらに備えたことを特徴と
する請求項１～１３のいずれかに記載の電子内視鏡装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、生体から発せられ
る自家蛍光に基づいて体腔内を撮像して、生体が正常で
あるか異常であるかの診断に供される画像データを取得
する電子内視鏡装置に、関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、体腔その他の生体内部を観察する
ための電子内視鏡装置が知られている。この電子内視鏡
装置は、生体を照明する照明光学系，被写体としての生
体の像を形成する対物光学系，形成された像を撮像する
撮像素子を、備えている。そして、照明光学系が生体に
対して可視光を照射した状態で、対物光学系は、この生
体表面により反射された光を撮像素子の撮像面近傍に結
像させる。すると、撮像素子からは、生体表面の画像
（通常画像）を示す画像信号が出力されるのである。そ
して、この通常画像はモニタに動画として表示される。
【０００３】このため、術者は、モニタに表示された通
常画像を見ることにより、生体内部を観察することがで
きる。仮に、生体に形態上の異状が生じていれば、術者
は、この通常画像により、当該異状を発見することがで

4
きる。しかし、形態上の変化が僅かであると、たとえ、
生体組織に異状が生じていたとしても、術者は、この通
常画像からその異状を発見することは困難である。
【０００４】そこで、所定条件下の生体組織から発せら
れる蛍光（自家蛍光）を利用して生体組織に生じた異状
を検出する蛍光診断用の電子内視鏡装置が、開発されて
きている。この自家蛍光とは、励起光の照射下で、生体
組織自体から発せられるものである。なお、この自家蛍
光の緑光領域の強度は生体の異常部位(腫瘍，癌)の方が
正常部位よりも低いことが知られている。
【０００５】この蛍光診断用の電子内視鏡装置は、可視
光と励起光とを発するとともに、そのうちのいずれかを
照明光学系へ導く光源装置を、備えている。そして、こ
の光源装置は、通常の状態において可視光を発している
が、術者が外部スイッチ等を押下した時には可視光の代
わりに励起光を発する。この励起光が生体に照射される
と、この生体からは自家蛍光が発せられる。すると、対
物光学系が、この自家蛍光による生体の像を結ぶので、
撮像素子からは、蛍光画像を示す画像信号が取得され
る。
【０００６】このため、この電子内視鏡装置は、通常の
状態において、被検体の通常画像を動画として取得する
とともに、外部スイッチが押下された時には、被検体の
蛍光画像を静止画として取得することができる。従っ
て、術者は、動画として表示される通常画像，及び，静
止画として表示される蛍光画像を観察することができ
る。
【０００７】このような電子内視鏡装置を利用して、術
者は、まず、動画として表示される通常画像を見なが
ら、生体内部を観察してゆく。そして、術者は、腫瘍や
異状の疑いのある箇所を見つけた場合に、外部スイッチ
を押下して、蛍光画像を静止画として取得する。取得さ
れた蛍光画像中において、病変の生じた組織は、正常な
組織に比べて暗くなっているので、術者は、この病変部
分を発見することができる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】このような電子内視鏡
装置では、通常画像は動画として表示されるものの、蛍
光画像は静止画としてのみ表示される。このため、術者
は、通常動画を観察しつつ、電子内視鏡装置の撮像範囲
を移動させてゆくことにより、生体内部を広範囲に亘っ
て通常観察することができる。一方、蛍光画像は動画と
して表示されないので、術者は、通常観察により病変の
疑いのある箇所を見つけた後に、当該箇所に対して静止
画による蛍光観察を行っている。このため、通常観察で
見落とされてしまった箇所に対しては、蛍光観察が行わ
れない。
【０００９】そこで、通常画像を動画として取得するだ
けでなく、蛍光画像を動画として取得し、生体内部の広
範囲に亘って通常観察及び蛍光観察可能な電子内視鏡装
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置を提供することを、本発明の課題とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明は、上記課題を解
決するために、以下の構成を採用した。
【００１１】即ち、被検体を照明する照明光学系と、可
視光，及び，生体組織自体からの蛍光を励起する励起光
を発するとともに、これら可視光と励起光とを交互に切
り換えて繰り返し前記照明光学系へ導く光源装置と、前
記被検体表面からの光のうちの励起光以外の成分を収束
させて、この被検体表面の像を形成する対物光学系と、
前記対物光学系によって形成された被検体表面の像を撮
像して画像信号に変換する撮像素子と、前記撮像素子に
より取得された画像信号のうち、前記照明光学系に可視
光が導かれている期間に対応する部分に基づいて動画表
示用の通常画像データを生成し、前記照明光学系に励起
光が導かれている期間に対応する部分に基づいて動画表
示用の蛍光画像データを生成する画像処理部とを、備え
たことを特徴とする。
【００１２】このように構成されると、光源装置から可
視光が発せられているときには、被検体は、この可視光
により照明される。この可視光は、被検体表面で反射さ
れて、対物光学系により収束されることにより、被検体
の可視光による像を形成する。この可視光による像は、
撮像素子により画像信号として取得され、画像処理部
は、この画像信号に基づいて動画表示用の通常画像デー
タを生成する。一方、光源装置から励起光が発せられて
いるときには、被検体は、この励起光により照明され
る。すると、生体は、この励起光により照明されること
により、自家蛍光を発する。この自家蛍光，及び被検体
表面において反射された励起光は、対物光学系へ入射す
る。この対物光学系は、励起光を遮断するとともに、自
家蛍光を収束させることにより、被検体の自家蛍光によ
る像を形成する。この自家蛍光による像は、撮像素子に
より画像信号として取得され、画像処理部は、この画像
信号に基づいて動画表示用の蛍光画像データを生成す
る。これら通常画像データ及び蛍光画像データは、夫
々、モニタ上に動画として表示されてもよい。
【００１３】また、前記光源装置は、可視光を発する可
視光源部と、励起光を発する励起光源部と、前記可視光
源部から発せられた可視光と前記励起光源部から発せら
れた励起光とを交互に切り換えて繰り返し前記照明光学
系へ導く光源切換部とを、有していてもよい。この光源
切換部が、所定のタイミングで可視光と励起光とを切り
換えることにより、通常画像と蛍光画像とがともに動画
として得られる。
【００１４】この光源切換部は、可視光及び励起光を個
別に遮光可能な一対の遮光板を利用した構成により、実
現することができる。また、可視光及び励起光の位置に
挿入される回転ホイールにより実現することができる。
この回転ホイールは、その一部分において、可視光又は
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励起光のうちの一方のみを照明光学系へ導き、その他の
部分において、可視光又は励起光のうちの他方のみを照
明光学系へ導く。そして、この回転ホイールが回転する
と、可視光と励起光とが、順次、繰り返して照明光学系
へ入射する。
【００１５】また、前記画像処理部は、前記蛍光画像デ
ータのうちの輝度値が所定範囲内である特定領域を抽出
して、この特定領域を示す診断用画像データを生成して
もよい。さらに、この診断用画像データは、その特定領
域に相当する部分が所定の色で示されるように、生成さ
れてもよい。この場合には、術者は、モニタに表示され
た診断用画像データにおいて所定の色で示された特定領
域を、容易かつ正確に認識することができる。なお、こ
の特定領域は、境界となる輝度値を含む閉集合であって
もよく、境界となる輝度値を含まない開集合であっても
よい。
【００１６】さらに、前記光源装置の可視光源部は、白
色光を射出する白色光源部であり、この光源装置は、円
板状に形成されるとともに、青色光のみを透過させるＢ
フィルタ，緑色光のみを透過させるＧフィルタ，赤色光
のみを透過させるＲフィルタ，及び，少なくとも励起光
を透過させる透明部材が、その周方向に沿って夫々配列
されたホイールと、前記光源切換部から白色光が射出さ
れている期間中には、前記ホイールの各フィルタが、順
次、前記光源切換部及び前記照明光学系間の光路中に挿
入されるとともに、前記光源切換部から励起光が射出さ
れている期間中には、前記ホイールの透明部材が、前記
光源切換部及び前記照明光学系間の光路中に挿入される
ように、当該ホイールを回転させる回転駆動部を、さら
に有していてもよい。
【００１７】このように構成されると、この光源装置か
らは、単一のホイールが回転することにより、青色光，
緑色光，赤色光，及び励起光が、順に、繰り返し射出さ
れる。このため、簡単な構成により、カラー通常画像及
び蛍光画像を取得するための照明光が得られる。
【００１８】さらに、前記画像処理部は、前記ホイール
のＲフィルタが光路中に挿入されている際に、前記撮像
素子から得られる画像信号に基づき、参照画像データを
生成し、この参照画像データのうちの輝度値が所定の第
１閾値以上の領域を、所定領域として抽出し、前記蛍光
画像データにおける前記所定領域に対応する領域のう
ち、輝度値が前記第１閾値より大きい所定の第２閾値未
満の領域を、特定領域として抽出し、前記カラー動画表
示用の通常画像データにおける前記特定領域に相当する
部分を所定の色で示してなる診断用画像データを生成し
てもよい。
【００１９】このように構成されると、生体組織や血液
等による影響の少ない赤色光を、参照光として利用する
ことができる。また、カラー通常画像データ用の信号か
ら参照画像データを抽出しているので、ホイールにおけ
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7
る透明部材の領域を広くとることができる。このため、
撮像素子における自家蛍光による電荷の蓄積時間を長く
することができる。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を説明する。
【００２１】＜第１実施形態＞図１は、本実施形態によ
る電子内視鏡装置の概略構成図である。この図１に示さ
れるように、電子内視鏡装置は、電子内視鏡１，光源装
置２，ビデオプロセッサ３，パーソナルコンピュータ
（ＰＣ）４，及びモニタ５を、備えている。なお、ビデ
オプロセッサ３及びＰＣ４は、画像処理部に相当する。
【００２２】まず、電子内視鏡（以下、内視鏡と略記）
１について説明する。この内視鏡１は、生体内に挿入さ
れる可撓管状の挿入部を、有している。但し、図１に
は、この内視鏡１の詳細な形状は、図示されていない。
この挿入部の先端には湾曲部が連結されており、この湾
曲部の先端には、硬質部材製の先端部が固定されてい
る。また、挿入部の基端には操作部が連結されている。
この操作部には、湾曲部を湾曲操作するためのダイヤル
及び各種操作スイッチが、設けられている。
【００２３】この内視鏡１の先端部には、少なくとも２
つの貫通孔が穿たれており、これら２つの貫通孔は、配
光レンズ１１及び対物レンズ１２が夫々填め込まれるこ
とにより、封止されている。さらに、内視鏡１は、ライ
トガイド１３を、有している。このライトガイド１３
は、マルチモード光ファイバが多数束ねられてなるファ
イババンドルである。そして、このライトガイド１３
は、その先端面を配光レンズ１１に対向させるととも
に、当該内視鏡１内を引き通され、基端側において光源
装置２と接続されている。なお、これら配光レンズ１１
及びライトガイド１３は、照明光学系に相当する。
【００２４】さらに、内視鏡１は、励起光カットフィル
タ１４，及び撮像素子１５を、有している。この撮像素
子１５は、例えば、ＣＣＤにより構成されている。そし
て、この撮像素子１５における撮像面は、内視鏡１の先
端部が被検体に対向配置された状態において、対物レン
ズ１２が当該被検体像を結ぶ位置に、配置されている。
励起光カットフィルタ１４は、後述する励起光を遮断す
るフィルタである。この励起光カットフィルタ１４は、
対物レンズ１２から撮像素子１５に至る光路中に挿入配
置されている。なお、これら対物レンズ１２及び励起光
カットフィルタ１４は、対物光学系に相当する。
【００２５】次に、光源装置２について説明する。この
光源装置２は、白色光を射出する白色光源部２１，及
び，励起光を射出する励起光源部２２を、有する。な
お、励起光とは、紫外光やその他の波長帯域の光であ
り、生体組織の自家蛍光を励起させるためのものであ
る。
【００２６】白色光源部２１は、白色光を発するランプ
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と、このランプから発せられた白色光を集光して平行光
として射出するリフレクタを有する。さらに、この白色
光源部２１は、赤外カットフィルタ２１ａを有する。こ
の赤外カットフィルタ２１ａは、リフレクタにより反射
された白色光中の赤外帯域の成分を遮断するとともに可
視帯域の成分を透過させる。
【００２７】この赤外カットフィルタ２１ａを透過した
白色光の光路上には、順に、第１の遮光板２３，プリズ
ム２４，絞り２５，集光レンズ２６，及び回転ホイール
２７が、配置されている。
【００２８】第１の遮光板２３は、第１の遮光板駆動部
２３ａに連結されている。この遮光板駆動部２３ａは、
ソレノイド等によりなり、遮光板２３を、赤外カットフ
ィルタ２１ａを透過した白色光を遮断する遮断位置，又
は，この白色光の光路から退避した退避位置へ、移動さ
せることができる。
【００２９】この遮光板２３が退避位置にある場合に、
赤外カットフィルタ２１ａを透過した白色光は、さら
に、プリズム２４を透過して絞り２５へ向う。この絞り
２５は、絞り調節部２５ａに連結されている。この絞り
調節部２５ａは、絞り２５の絞り量を変化させることが
できる。この絞り２５により光量調節された光は、集光
レンズ２６へ向う。この集光レンズ２６は、入射した平
行光を集光して、ライトガイド１３の基端面に収束させ
る。
【００３０】これら集光レンズ２６及びライトガイド１
３間の光路中には、ホイール２７が挿入されている。こ
のホイール２７は、モータ２７ａに連結されており、こ
のモータ２７ａに駆動されて回転する。なお、このホイ
ール２７の構成については、後述する。
【００３１】一方、励起光源部２２は、励起光として利
用可能な特定波長を含んだ所定帯域の光を発するランプ
と、このランプから発せられた光を集光して平行光とし
て射出するリフレクタを有する。さらに、この励起光源
部２２は、励起光フィルタ２２ａを有する。この励起光
フィルタ２２ａは、当該励起光源部２２のリフレクタに
より反射された光のうちの励起光として利用可能な特定
波長の成分のみを、透過させる。
【００３２】この励起光２２ａを透過した励起光の光路
上には、第２の遮光板２８が配置されている。この第２
の遮光板２８は、第２の遮光板駆動部２８ａに連結され
ている。この遮光板駆動部２８ａは、ソレノイド等によ
りなり、遮光板２８を、励起光フィルタ２２ａを透過し
た励起光を遮断する遮断位置，又は，この励起光の光路
から退避した退避位置へ、移動させることができる。
【００３３】この遮光板２８が退避位置にある場合に、
励起光フィルタ２２ａを透過した励起光は、プリズム２
４により反射されて絞り２５へ向う。そして、この絞り
２５へ向った励起光は、上記の白色光と同様に、当該絞
り２５により光量調節されて、集光レンズ２６によりラ



(6) 特開２００２－５１９６９

10

20

30

40

50

9
イトガイド１３の基端面に収束される。なお、プリズム
２４及び各遮光板２３，２８は、光源切換部に相当す
る。
【００３４】さらに、光源装置２は、ＰＣ４に接続され
た光源制御部２９を有している。この光源制御部２９
は、各遮光板駆動部２３ａ，２８ａ，絞り調節機構２５
ａ，及びモータ２７ａに、夫々接続されている。そし
て、この光源制御部２９は、各遮光板駆動部２３ａ，２
８ａを制御して、両遮光板２３，２８のいずれか一方を
遮光位置へ移動させるとともに、他方を退避位置へ移動
させる。さらに、光源制御部２９は、絞り調節部２５ａ
を制御して、絞り２５の絞り量を調節することにより、
光量調節を行うことができる。
【００３５】また、光源制御部２９は、モータ２７ａを
制御することにより、略円板状の外形を有するホイール
２７を等速回転させる。図２は、このホイール２７の構
成を示す概略図である。このホイール２７には、４つの
開口が形成されている。これら各開口は、ホイール２７
の外周円よりもやや小さい第１の同心円の円弧，及びこ
の同心円よりもさらに小さい第２の同心円の円弧，並び
に，この第１の同心円の一対の半径により区切られた形
状を、有している。なお、各開口は、互いに、その周方
向に沿った長さが異なっているため、その大きさが異な
っている。即ち、図２における左側の開口が最も大き
く、図２の時計廻り順に小さくなっている。
【００３６】そして、これら各開口には、大きいものか
ら順に、透明部材２７０，Ｂフィルタ２７１，Ｇフィル
タ２７２，及びＲフィルタ２７３が、夫々填め込まれて
いる。Ｂフィルタ２７１は、青色帯域の光のみを透過さ
せるフィルタであり、Ｇフィルタ２７２は、緑色帯域の
光のみを透過させるフィルタであり、Ｒフィルタ２７３
は、赤色帯域の光のみを透過させるフィルタである。な
お、透明部材２７０は、少なくとも励起光を透過させる
光学部材によりなる。
【００３７】このホイール２７は、モータ２７ａに駆動
されることにより、その中心軸を中心として回転する。
なお、このホイール２７は、回転した状態において、そ
の各フィルタ２７１，２７２，２７３，及び透明部材２
７０が、集光レンズ２６から射出された光の光路中に順
次挿入されるように、配置されている。
【００３８】そして、光源制御部２９は、ＰＣ４から入
力される同期信号に従い、モータ２７ａを制御してホイ
ール２７を等速回転させるとともに、各遮光板駆動部２
３ａ，２８ａを制御して、各遮光版２３，２８を移動さ
せる。即ち、光源制御部２９は、ホイール２７の各フィ
ルタ２７１，２７２，２７３が光路中に挿入されている
時には、第１の遮光板２３を退避位置へ移動させるとと
もに第２の遮光板２８を遮光位置へ移動させ、透明部材
２７０が光路中に挿入されている時には、第１の遮光板
２３を遮光位置へ移動させるとともに第２の遮光板２８
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を退避位置へ移動させるように、各遮光板駆動部２３
ａ，２８ａを制御する。これら光源制御部２９及び各遮
光板駆動部２３ａ，２８ａは、切換駆動機構に相当す
る。
【００３９】このように制御されると、ホイール２７の
各フィルタ２７１，２７２，２７３が光路中に挿入され
ている時には、白色光のみがプリズム２４以降の光路を
進む。即ち、平行光としてプリズム２４を透過した白色
光は、絞り２５により光量調節され、集光レンズ２６に
より集光されてホイール２７に達する。そして、このホ
イール２７に達した白色光は、各フィルタ２７１，２７
２，２７３により、順次、青色光（Ｂ光），緑色光（Ｇ
光），赤色光（Ｒ光）に変換されて、ライトガイド１３
の基端面に収束される。
【００４０】また、透明部材２７０が光路中に挿入され
ている時には、励起光のみがプリズム２４以降の光路を
進む。即ち、平行光としてプリズム２４に反射された励
起光は、絞り２５により光量調節され、集光レンズ２６
により集光されてホイール２７に達する。そして、この
ホイール２７に達した励起光は、透明部材２７０を透過
して、ライトガイド１３の基端面に収束される。
【００４１】従って、ライトガイド１３には、その基端
面から、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，及び励起光が、この順で繰
り返し入射する。入射したこれらの光は、ライトガイド
１３に導かれてその先端面から射出され、配光レンズ１
１により拡散される。即ち、配光レンズ１１からは、Ｂ
光，Ｇ光，Ｒ光，及び励起光が、順次射出されることに
なる。
【００４２】このため、内視鏡１先端に対向配置された
被検体は、配光レンズ１１から射出されたＢ光，Ｇ光，
Ｒ光，及び励起光により、順次照射される。Ｂ光，Ｇ
光，及びＲ光の照射時には、これら各Ｂ光，Ｇ光，及び
Ｒ光は、順次、被検体により反射されて、対物レンズ１
２に入射する。この対物レンズ１２に入射したＢ光，Ｇ
光，及びＲ光は、順次、励起光カットフィルタ１４を透
過し、撮像素子１５の撮像面上に結像して被検体像を形
成する。この撮像素子１５は、形成された被検体像を画
像信号に変換して、信号線１５ａを介してビデオプロセ
ッサ３へ送信する。
【００４３】一方、励起光の照射時には、この励起光に
より照射された生体からは、自家蛍光が発せられる。従
って、この自家蛍光，及び生体表面で反射された励起光
が、対物レンズ１２に入射する。そして、励起光カット
フィルタ１４は、この対物レンズ１２に入射した自家蛍
光及び励起光のうち、自家蛍光のみを透過させる。透過
した自家蛍光は、撮像素子１５の撮像面上に結像して被
検体像を形成する。この撮像素子１５は、形成された被
検体像を画像信号に変換して、信号線１５ａを介してビ
デオプロセッサ３へ送信する。
【００４４】なお、図２に示されるように、ホイール２
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７における透明部材２７０，及び各フィルタ２７１，２
７２，２７３のうち、透明部材２７０は、ホイール２７
の周方向における半周に近い領域を占めている。このた
め、順次、繰り返して射出されるＢ光，Ｇ光，Ｒ光，及
び励起光のうち、励起光が、最も長時間射出される。こ
れは、生体の自家蛍光が微弱であるため、撮像素子１５
が、この自家蛍光により生じる電荷を長時間蓄積できる
ように、設計されたものである。
【００４５】一方、ホイール２７の周方向における透明
部材２７０以外の部分が、各フィルタ２７１，２７２，
２７３に、割り当てられている。なお、ホイール２７の
周方向の長さが長いものから順に、Ｂフィルタ２７１，
Ｇフィルタ２７２，Ｒフィルタ２７３になっている。こ
れは、撮像素子１５の感度がＲＧＢの順で次第に低くな
ってゆくので、この撮像素子１５における電荷蓄積時間
が、長いものから順にＢ光，Ｇ光，Ｒ光となるように、
設計されたものである。
【００４６】図３は、各照明光及び各遮光板２３，２８
のタイミングチャートである。この図３では、図示の都
合上、各照射時間が等しくとられているが、実際には、
照射時間の長いものから順に、励起光，Ｂ光，Ｇ光，Ｒ
光になっている。
【００４７】この図３において、まず、第１の遮光板２
３が退避位置（図３のチャートの上側）へ移動するとと
もに、第２の遮光板２８が遮光位置（図３のチャートの
下側）へ移動した状態で、内視鏡１の配光レンズ１１か
らＢ光が射出される。このＢ光射出期間は、撮像素子１
５における「Ｂ露光」期間に対応している。この「Ｂ露
光」期間終了直後、撮像素子１５に蓄積された電荷は、
一定の転送時間をかけて転送される。この転送期間が
「Ｂ転送」期間である。
【００４８】この「Ｂ転送」期間終了直後、配光レンズ
１１からＧ光が射出される。このＧ光射出期間は、撮像
素子１５における「Ｇ露光」期間に対応している。この
「Ｇ露光」期間終了直後、撮像素子１５に蓄積された電
荷は、上記転送時間をかけて転送される。この転送期間
が「Ｇ転送」期間である。
【００４９】この「Ｇ転送」期間終了直後、配光レンズ
１１からＲ光が射出される。このＲ光射出期間は、撮像
素子１５における「Ｒ露光」期間に対応している。この
「Ｒ露光」期間終了直後、撮像素子１５に蓄積された電
荷は、上記転送時間をかけて転送される。この転送期間
が「Ｒ転送」期間である。なお、この「Ｒ露光」期間終
了と同時に、第１の遮光板２３が遮光位置（図３のチャ
ートの下側）へ移動するとともに、第２の遮光板２８が
退避位置（図３のチャートの上側）へ移動してゆく。そ
して、これら各遮光板２３，２８の移動は、「Ｒ転送」
期間中に完了する。
【００５０】この「Ｒ転送」期間終了直後、配光レンズ
１１から励起光が射出される。この励起光が照射される
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ことにより、被検体としての生体は、自家蛍光を発す
る。この自家蛍光による像は、撮像素子１５により撮像
される。この励起光射出期間は、撮像素子１５における
「Ｆ露光」期間に対応している。この「Ｆ露光」期間終
了直後、撮像素子１５に蓄積された電荷は、上記転送時
間をかけて転送される。この転送期間が「Ｆ転送」期間
である。
【００５１】なお、この「Ｆ露光」期間終了と同時に、
第１の遮光板２３が退避位置（図３のチャートの上側）
へ移動するとともに、第２の遮光板２８が遮光位置（図
３のチャートの下側）へ移動してゆく。そして、これら
各遮光板２３，２８の移動は、「Ｆ転送」期間中に完了
する。以降、同様に、上記の「Ｂ露光」期間が開始され
る。
【００５２】次に、ビデオプロセッサ３について説明す
る。図１に示されるように、このビデオプロセッサ３
は、信号線１５ａに接続されたアンプ３１，及びこのア
ンプ３１に接続されたＡ／Ｄコンバータ３２を、有して
いる。そして、信号線１５ａを介して送信された画像信
号は、アンプ３１により増幅され、Ａ／Ｄコンバータ３
２によりデジタル信号に変換される。
【００５３】さらに、ビデオプロセッサ３は、Ｒメモリ
３３Ｒ，Ｇメモリ３３Ｇ，Ｂメモリ３３Ｂ，及びＦメモ
リ３３Ｆ，並びに，スキャンコンバータ３４を、有して
いる。これら各メモリ３３Ｒ，３３Ｇ，３３Ｂ，３３Ｆ
は、夫々、その入力端子がＡ／Ｄコンバータ３２に接続
されているとともに、その出力端子がスキャンコンバー
タ３４に接続されている。
【００５４】また、ビデオプロセッサ３は、マイクロコ
ンピュータ（ＭＩＣ）３５を有している。このＭＩＣ３
５は、アンプ３１，各メモリ３３Ｒ，３３Ｇ，３３Ｂ，
３３Ｆ，及びスキャンコンバータ３４に、夫々接続され
ている。さらに、このＭＩＣ３５は、内視鏡１の操作部
に設けられた外部スイッチ１６，及び，ＰＣ４に、夫々
接続されている。
【００５５】そして、このＭＩＣ３５は、ＰＣ４から入
力される同期信号に従って、アンプ３１の増幅率を変化
させる。即ち、アンプ３１の増幅率は、図３の「Ｂ転
送」期間開始時から「Ｒ転送」期間終了時までに相当す
る期間には、所定の通常時増幅率に設定され、図３の
「Ｆ転送」期間に相当する期間には、この通常時増幅率
よりも大きい所定の蛍光時増幅率に、設定される。
【００５６】このアンプ３１により増幅された信号は、
Ａ／Ｄコンバータ３２によりデジタル信号に変換され
る。そして、ＭＩＣ３５は、ＰＣ４から入力される同期
信号に従って、Ａ／Ｄコンバータ３２から出力されたデ
ジタル信号を、各メモリ３３Ｂ，３３Ｇ，３３Ｒ，３３
Ｆに、順次格納する。
【００５７】より具体的には、図３の「Ｂ転送」期間
に、信号線１５ａを介してアンプ３１へ送信された信号
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は、このアンプ３１により、通常時増幅率にて増幅され
る。増幅された信号は、Ａ／Ｄコンバータ３２によりデ
ジタル信号に変換され、Ｂメモリ３３Ｂに格納される。
【００５８】同様に、図３の「Ｇ転送」期間に、信号線
１５ａを介してアンプ３１へ送信された信号は、このア
ンプ３１により、通常時増幅率にて増幅される。増幅さ
れた信号は、Ａ／Ｄコンバータ３２によりデジタル信号
に変換され、Ｇメモリ３３Ｇに格納される。
【００５９】同様に、図３の「Ｒ転送」期間に、信号線
１５ａを介してアンプ３１へ送信された信号は、このア
ンプ３１により、通常時増幅率にて増幅される。増幅さ
れた信号は、Ａ／Ｄコンバータ３２によりデジタル信号
に変換され、Ｒメモリ３３Ｒに格納される。
【００６０】そして、図３の「Ｆ転送」期間に、信号線
１５ａを介してアンプ３１へ送信された信号は、このア
ンプ３１により、蛍光時増幅率にて増幅される。増幅さ
れた信号は、Ａ／Ｄコンバータ３２によりデジタル信号
に変換され、Ｆメモリ３３Ｆに格納される。
【００６１】スキャンコンバータ３４は、ＰＣ４から入
力される同期信号に従って、Ｒメモリ３３Ｒ，Ｇメモリ
３３Ｇ，Ｂメモリ３３Ｂ，及びＦメモリ３３Ｆに格納さ
れたＲ，Ｇ，Ｂ，Ｆの各信号を読み出し、同期をとって
ＰＣ４へ向けて出力する。
【００６２】なお、ビデオプロセッサ３は、ＰＣ４及び
モニタ５に夫々接続されたＤ／Ａコンバータ３６を、有
している。このＤ／Ａコンバータ３６については、後述
する。
【００６３】次に、図４を参照して、ＰＣ４の構成につ
いて説明する。この図４に示されるように、ＰＣ４は、
ＣＰＵ４１，ビデオキャプチャ４２，メモリ部４３，及
びＶＲＡＭ４４を、有する。ＣＰＵ４１は、ビデオキャ
プチャ４２，メモリ部４３，及びＶＲＡＭ４４に、夫々
接続されている。さらに、ＣＰＵ４１は、光源装置２に
おける光源制御部２９，並びに，ビデオプロセッサ３に
おけるＭＩＣ３５及びＤ／Ａコンバータ３６に、夫々接
続されている。
【００６４】ビデオキャプチャ４２は、ビデオプロセッ
サ３のスキャンコンバータ３４から出力されるＲ，Ｇ，
Ｂ，Ｆの各画像信号を一旦蓄積し、ＣＰＵ４１からの指
示に従ってメモリ部４３内に画像データとして格納す
る。
【００６５】このメモリ部４３は、ビデオキャプチャ４
２から出力されたＲＧＢの各画像信号（通常画像デー
タ）を格納するメモリＭ１(ｍｅｍ＿ＲＧＢ)の領域，ビ
デオキャプチャ４２から出力されたＦ画像信号（蛍光画
像データ）を格納するメモリＭＦ(ｍｅｍ＿ＦＬ)の領
域，後述する診断用画像データの作成処理に使用される
メモリＭ２(ｍｅｍ＿ＲＧＢ２)の領域を有するＲＡＭで
ある。
【００６６】ＶＲＡＭ４４は、ＣＰＵ４１から出力され
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たモニタ５表示用の画像データ(ＲＧＢ画像信号)を保持
し、ＣＰＵ４１からの指示に従って、保持しているＲＧ
Ｂ画像信号をＤ／Ａコンバータ３６へ出力する。
【００６７】ＣＰＵ４１は、図示せぬＲＯＭに格納され
た制御プログラムを実行することによって、光源制御部
２９，ＭＩＣ３５，ビデオキャプチャー４２，メモリ部
４３及びＶＲＡＭ４４の動作を制御する。このＣＰＵ４
１による処理の流れを、図５のフローチャートを参照し
て説明する。
【００６８】この図５に示された処理は、光源装置２，
ビデオプロセッサ３，及びＰＣ４の主電源が夫々投入さ
れることをトリガに、スタートする。なお、光源装置２
の電源が投入されると、各光源部２１，２２のランプ
は、夫々点灯する。また、光源制御部２９は、電源投入
後、モータ２７ａを制御してホイール２７を等速回転さ
せるとともに、各遮光板駆動部２３ａ，２８ａを夫々制
御して各遮光板２３，２８を動作させる。そして、光源
制御部２９は、ホイール２７の同期信号を、ＣＰＵ４１
へ伝達する。
【００６９】この状態において、内視鏡１の配光レンズ
１１からは、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，励起光が、順次射出さ
れる。このため、内視鏡１の挿入部が生体内に挿入され
ていると、体腔壁等の被検体は、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，励
起光により、順次照射される。そして、撮像素子１５か
らは、Ｂ，Ｇ，Ｒ，Ｆの各画像信号が、順次出力され
る。この撮像素子１５により取得されたＢ，Ｇ，Ｒ，Ｆ
の各画像信号は、アンプ３１により増幅され、Ａ／Ｄコ
ンバータ３２によりデジタル信号に変換され、各メモリ
３３Ｒ，３３Ｇ，３３Ｂ，３３Ｆの入力端子に入力され
る。
【００７０】図５のフローチャートのスタート後、ＣＰ
Ｕ４１は、光源制御部２９から取得した同期信号を、Ｍ
ＩＣ３５及びスキャンコンバータ３４に与える（Ｓ
１）。ＭＩＣ３５は、この同期信号に基づいて、各メモ
リ３３Ｂ，３３Ｇ，３３Ｒ，３３Ｆの制御端子に対し
て、順番に制御信号を入力する。
【００７１】この制御信号が入力されると、各メモリ３
３Ｂ，３３Ｇ，３３Ｒ，３３Ｆは、その時点でＡ／Ｄコ
ンバータ３２から出力されている画像信号を取り込み、
次の制御信号が入力されるまでその画像信号を保持し続
ける。従って、Ｂ画像信号はＢメモリ３３Ｂに格納さ
れ、Ｇ画像信号はＧメモリ３３Ｇに格納され、Ｒ画像信
号はＲメモリ３３Ｒに格納され、Ｆ画像信号は、Ｆメモ
リ３３Ｆに格納される。
【００７２】このようにして、各メモリ３３Ｂ，３３
Ｇ，３３Ｒ，３３Ｆには、夫々、Ｂ，Ｇ，Ｒ，Ｆの各画
像信号が１画面分記憶される。すると、スキャンコンバ
ータ３４が、各メモリ３３Ｂ，３３Ｇ，３３Ｒ，３３Ｆ
からＢ，Ｇ，Ｒ，Ｆの各画像信号を読み出し、同期をと
ってＰＣ４のビデオキャプチャ４２へ送信する。このビ
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デオキャプチャ４２は、Ｂ，Ｇ，Ｒ，Ｆの各画像信号を
蓄積する。
【００７３】そして、ＣＰＵ４１は、ビデオキャプチャ
４２を制御して、このビデオキャプチャ４２に蓄積され
た画像信号のうちのＢ，Ｇ，Ｒの各画像信号を、順次、
メモリ部４３のメモリＭ１に格納する（Ｓ２）。その結
果、メモリＭ１上では、夫々８ビットの輝度値であるＲ
画像信号，Ｇ画像信号及びＢ画像信号から各画素が構成
される２４ビットＲＧＢ画像信号（通常画像データ）
が、合成される。
【００７４】さらに、ＣＰＵ４１は、ビデオキャプチャ
４２を制御して、このビデオキャプチャ４２に蓄積され
た画像信号のうちのＦ画像信号を、メモリ部４３のメモ
リＭＦに格納する（Ｓ３）。その結果、メモリＭＦ上で
は、８ビットの輝度値であるＦ画像信号（蛍光画像デー
タ）が、形成される。
【００７５】続いて、ＣＰＵ４１は、この時点でメモリ
Ｍ１に格納されているＲ画像信号における各画素の輝度
値を、メモリＭ２に格納する(Ｓ４)。その結果、メモリ
Ｍ２に格納された画像データは、図６及び図７に示され
るように、管空部Ｔａの輝度が低く、腫瘍部位Ｔｃを含
む管壁部Ｔｂの輝度が高いものとなる。なお、この時点
で、当該メモリＭ２に格納された画像データは、Ｒ光に
よるモノクロ画像データであり、参照画像データに相当
している。
【００７６】次に、ＣＰＵ４１は、メモリＭ２に格納さ
れている画像データの各画素の輝度値を所定の第１閾値
（図７の破線)と比較して、二値化する(Ｓ５)。即ち、
ＣＰＵ４１は、第１閾値より輝度値が低い画素における
当該輝度値を表す８個のビットを全て“０”に書き換え
る。他方、第１閾値以上の輝度値の画素における当該輝
度値を表す８個のビットを全て“１”に書き換える。こ
れによって、図８及び図９に示されるように、管空部Ｔ
ａと管壁部Ｔｂとが区分けされ、管壁部Ｔｂに対応する
画素のみが輝度値“１１１１１１１１”を有するように
なる。（当該画素によりなる領域が、所定領域に相当
し、この所定領域から後述の如く特定領域が抽出され
る。）ところで、メモリＭＦには、図１０に示されるよ
うな輝度値（８ビットで表される２進値）の分布を有す
るＦ画像信号が、格納されている。そこで、ＣＰＵ４１
は、メモリＭ２に格納された各画素の輝度値を構成する
各ビットの値とメモリＭＦに格納された各画素の輝度値
を構成する各ビットの値とについて論理積(ＡＮＤ)演算
を行い、その演算結果をメモリＭＦに上書きする（Ｓ
６）。これによって、図１１及び図１２に示されるよう
に、Ｆ画像信号のうち管空部Ｔａに対応する部分がマス
クされ、残りの管壁部Ｔｂ（腫瘍部位Ｔｃを含む）に対
応する部分のみが元の状態のままとなっている画像信号
が、メモリＭＦに保持されるようになる。なお、図１２
に示されるように、このメモリＭＦに格納された画像信
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号のうち正常な管壁部Ｔｂに対応する部分の輝度値は、
腫瘍部位Ｔｃに対応する部分の輝度値よりも高くなって
いる。
【００７７】次に、ＣＰＵ４１は、メモリＭＦに格納さ
れた画像信号の各画素の輝度値を所定の第２閾値（図１
２に示されるように第１閾値よりも大きい値）と比較し
て、二値化する（Ｓ７）。なお、この図１２のグラフに
おいて、第２閾値以上の領域がα領域であり、第１閾値
以上第２閾値未満の領域がβ領域であり、第１閾値未満
の領域がγ領域である。このＳ７において、ＣＰＵ４１
は、輝度値がβ領域又はγ領域の画素における当該輝度
値を表す８個のビットを全て“０”に書き換える。他
方、輝度値がα領域の画素における、当該輝度値を表す
８個のビットを全て“１”に書き換える。これによっ
て、腫瘍部位Ｔｃが除かれた正常な管壁部Ｔｂのみが抽
出され、抽出された当該正常部位のみが輝度値“１１１
１１１１１”を有するようになる。
【００７８】次に、ＣＰＵ４１は、メモリＭ２に格納さ
れた各画素の輝度値を構成する各ビットの値とメモリＭ
Ｆに格納された各画素の輝度値を構成する各ビットの値
とについて排他ＯＲ演算を行い、その演算結果をメモリ
Ｍ２に上書きする（Ｓ８）。これによって、図１３及び
図１４に示されるように、腫瘍部位Ｔｃの形状及び位置
を示す画像信号が、メモリＭ２に保持されるようにな
る。この時点で、メモリＭ２に保持された画像データに
おける輝度値“１１１１１１１１”の部分が、特定領域
である。
【００７９】続いて、ＣＰＵ４１は、メモリＭ１に格納
されている通常画像データをＶＲＡＭ４４内に格納する
（Ｓ９）。なお、この通常画像データは、ＶＲＡＭ４４
に対応する画面における左側の領域に、書き込まれる。
【００８０】次に、ＣＰＵ４１は、通常画像中に特定領
域が青色でスーパーインポーズされた画像を、生成す
る。即ち、ＣＰＵ４１は、メモリＭ２に格納されている
画像データ中の輝度値が“１１１１１１１１”である画
素（腫瘍部位Ｔｃを示す画素）をメモリＭ１にマッピン
グし、メモリＭ１上において、マッピングされた画素の
カラーを例えばＢ(青)に設定する（Ｓ１０）。これによ
り、メモリＭ１上では、通常画像データのうちの腫瘍部
位Ｔｃ（異常部位）に対応する領域が青で示された診断
用画像データが、生成される。
【００８１】そして、ＣＰＵ４１は、メモリＭ１に格納
された診断用画像データをＶＲＡＭ４４内に格納する
（Ｓ１１）。なお、この診断用画像データは、ＶＲＡＭ
４４に対応する画面における右側の領域に、書き込まれ
る。
【００８２】このＶＲＡＭ４４内に、通常画像データ及
び診断用画像データが格納された状態において、ＣＰＵ
４１は、ＶＲＡＭ４１の格納内容（モニタ５表示用の画
像データ）を、Ｄ／Ａコンバータ３６へ向けて出力する
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（Ｓ１２）。すると、ＶＲＡＭ４４の格納内容は、Ｄ／
Ａコンバータ３６を経てモニタ５に供給される。する
と、図１５に示されるように、モニタ５の左側の表示領
域には、通常画像データによる通常画像がカラー表示さ
れる。一方、モニタ５の右側の表示領域には、診断用画
像データによる蛍光診断用画像が表示される。この蛍光
診断用画像は、通常画像上に特定領域が青で重ね合わさ
れた画像である。この図１５において、左側の通常画像
中には、腫瘍部位Ｔｃが明瞭には表示されていないが、
右側の蛍光診断用画像中には、腫瘍部位Ｔｃが青で着色
された状態で、明瞭に表示されている。
【００８３】そして、ＣＰＵ４１は、処理をＳ１に戻
し、上記の処理を繰り返す。なお、本実施形態では、Ｖ
ＲＡＭ４４からは、例えば１／３０秒毎に１画面分のＲ
ＧＢ画像信号が出力され、この画像信号に基づく画像が
モニタ５に表示されるようになっている。このため、モ
ニタ５上には、これら通常画像及び診断用画像が、いず
れも動画で表示される。
【００８４】このため、術者は、内視鏡１を移動させな
がら、被検体を広範囲に亘って観察することができる。
そして、内視鏡１を移動させている間にも、モニタ５に
は、常に、診断用画像が表示されているので、術者は、
確実かつ容易に腫瘍等の病変の疑いのある部位を特定す
ることができる。
【００８５】＜第２実施形態＞本実施形態の電子内視鏡
装置は、第１実施形態の電子内視鏡装置の構成におい
て、上記光源装置２の代わりに光源装置６を設けた点
を、特徴としている。図１６は、この光源装置６の構成
図である。この光源装置６において、白色光源部２１，
励起光源部２２，絞り２５，絞り調節部２５ａ，集光レ
ンズ２６，回転ホイール２７，及びモータ２７ａの構成
は、第１実施形態の光源装置２内の構成と同様である。
【００８６】しかし、この光源装置６には、第１実施形
態の各遮光板２３，２８，各遮光板駆動部２３ａ，２８
ａ，プリズム２４，及び光源制御部２９の代わりに、光
路切換ホイール６１，第２のモータ６２，本実施形態の
光源制御部６３が、設けられている。なお、光路切換ホ
イール６１は、第１実施形態においてプリズム２４が配
置されていた位置に対応させて、配置されている。
【００８７】この光路切換ホイール６１は、図１７に示
されるように、円板の半周に亘って、切り欠きが形成さ
れたのと同等の形状に、形成されている。即ち、この光
路切換ホイール６１は、大径の半円部分及び小径の半円
部分が一体に接合されたのと同等の形状に、形成されて
いる。なお、この光路切換ホイール６１は、反射部材に
相当し、白色光を遮断するとともに励起光を反射する。
【００８８】この光路切換ホイール６１は、切換駆動機
構としての第２のモータ６２に連結されており、その中
心軸を中心として回転する。なお、この光路切換ホイー
ル６１の中心軸は、各光源部２１，２２のリフレクタの
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光軸を含む平面内に配置されている。さらに、この光路
切換ホイール６１は、各光源部２１，２２から夫々射出
された白色光と励起光とが交差する位置に、その大径部
分が差し掛かることができるように、配置されている。
【００８９】そして、この光路切換ホイール６１は、そ
の大径部分が、白色光と励起光とが交差する位置に差し
掛かった状態において、白色光を遮断するとともに、励
起光を反射させる。なお、この光路切換ホイール６１
は、白色光と励起光とが交差する位置にその小径部分が
近接した場合には、これら白色光又は励起光に干渉しな
いように、配置されている。
【００９０】そして、この光路切換ホイール６１の小径
部分が白色光と励起光との交差位置に近接した状態にお
いて、この光路切換ホイール６１に干渉されずに直進し
た白色光は、絞り２５へ向う。しかし、光路切換ホイー
ル６１に干渉されずに直進した励起光は、この絞り２５
へは向わないので、当該絞り２５に達するのは、白色光
のみである。この白色光は、絞り２５により光量調節さ
れ、集光レンズ２６によりライトガイド１３の基端面に
収束される。但し、第１実施形態の光源装置２と同様
に、集光レンズ２６及びライトガイド１３の光路中に
は、ホイール２７が挿入されている。
【００９１】この光路切換ホイール６１の大径部分が白
色光と励起光との交差位置に差し掛かった状態におい
て、励起光は、この光路切換ホイール６１に反射されて
絞り２５へ向う。しかし、白色光は、この光路切換ホイ
ール６１に遮断されて、絞り２５に入射することがな
い。そして、絞り２５により光量調節された励起光は、
集光レンズ２６によりライトガイド１３の基端面に収束
される。
【００９２】従って、光路切換ホイール６１が回転する
と、白色光及び励起光は、交互に、集光レンズ２６から
射出される。なお、モータ６２は、光路切換ホイール６
１を等速回転させる。このため、集光レンズ２６から射
出される白色光の射出時間及び励起光の射出時間は、互
いに等しくなっている。
【００９３】図１８は、各照明光及び光路切換ホイール
６１のタイミングチャートである。この図１８におい
て、光路切換ホイール６１のチャートが上側にある時に
は、集光レンズ２６から白色光が射出されており、下側
にある時には、集光レンズ２６から励起光が射出されて
いる。この図１８では、図示の都合上、白色光及び励起
光の射出時間が互いに異なっているが、実際には、両照
射時間は互いに等しくなっている。
【００９４】なお、光路切換ホイール６１が回転してい
るときには、ホイール２７も回転している。そして、集
光レンズ２６から白色光が射出されている場合に、この
白色光は、順次、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光に変換されて、ライ
トガイド１３に入射する。一方、集光レンズ２６から励
起光が射出されている場合に、この励起光は、ホイール
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２７を透過して、ライトガイド１３に入射する。従っ
て、ライトガイド１３には、Ｂ光，Ｇ光，Ｒ光，励起光
が、順番に繰り返し入射することになる。
【００９５】ライトガイド１３に入射したＢ光が配光レ
ンズ１１から拡散されて被検体を照射している期間が、
撮像素子１５における「Ｂ露光」期間に相当している。
そして、この「Ｂ露光」期間終了直後、撮像素子１５に
蓄積された電荷は、一定の転送時間をかけて転送され
る。この転送期間が「Ｂ転送」期間である。
【００９６】同様に、ライトガイド１３に入射したＧ光
が配光レンズ１１から拡散されて被検体を照射している
期間が、撮像素子１５における「Ｇ露光」期間に相当し
ている。そして、この「Ｇ露光」期間終了直後、撮像素
子１５に蓄積された電荷は、上記転送時間をかけて転送
される。この転送期間が「Ｇ転送」期間である。
【００９７】同様に、ライトガイド１３に入射したＲ光
が配光レンズ１１から拡散されて被検体を照射している
期間が、撮像素子１５における「Ｒ露光」期間に相当し
ている。そして、この「Ｒ露光」期間終了直後、撮像素
子１５に蓄積された電荷は、上記転送時間をかけて転送
される。この転送期間が「Ｒ転送」期間である。
【００９８】また、ライトガイド１３に入射した励起光
が配光レンズ１１から拡散されて被検体を照射している
期間が、撮像素子１５における「Ｆ露光」期間に相当し
ている。そして、この「Ｆ露光」期間終了直後、撮像素
子１５に蓄積された電荷は、上記転送時間をかけて転送
される。この転送期間が「Ｆ転送」期間である。
【００９９】そして、「Ｂ露光」期間開始時から「Ｒ露
光」期間終了時まで、光路切換ホイール６１は、その小
径部分を白色光及び励起光の交差位置に近接させてい
る。一方、「Ｆ露光」期間において、光路切換ホイール
６１は、その大径部分を白色光及び励起光の交差位置に
差し掛けている。なお、図１８において、「Ｂ露光」期
間開始時から「Ｒ露光」期間終了時までと、「Ｆ露光」
期間とは、互いに異なる長さ（時間）で示されている
が、実際には互いに等しくなっている。
【０１００】上述のように、本実施形態の光源装置６に
は、光路切換ホイール６１が設けられているので、各遮
光板２３，２８及びプリズム２４等を省略することがで
きる。従って、この電子内視鏡装置は、簡単な構成によ
り、通常画像及び診断用画像を得ることができる。
【０１０１】図１９は、光路切換ホイール６１’の変形
例を示す図である。本実施形態の光源装置６は、図１７
に示された光路切換ホイール６１の代わりに、図１９に
示された光路切換ホイール６１’を、有していてもよ
い。この光路切換ホイール６１’は、円板状に形成され
るとともに、開口が形成されている。この開口は、光路
切換ホイール６１’の外周円よりもやや小さい第１の同
心円の円弧，及びこの同心円よりもさらに小さい第２の
同心円の円弧，並びに，この第１の同心円の一対の半径*
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*により区切られた形状を、有している。さらに、この開
口には、少なくとも励起光を透過させる透明部材が、填
め込まれていていてもよい。なお、この光路切換ホイー
ル６１’における開口が透明部分に相当し、それ以外の
部分が反射部分に相当する。
【０１０２】
【発明の効果】本発明による電子内視鏡装置は、通常画
像を動画として取得するだけでなく、蛍光画像を動画と
して取得することができる。このため、術者は、被検体
を広範囲にわたって通常画像及び蛍光画像により観察す
ることができるので、より精密なスクリーニングが可能
となる。
【０１０３】さらに、この電子内視鏡装置の画像処理部
が、病変の疑いのある特定領域を示す診断用画像を動画
として抽出する場合には、術者は、被検体における病変
部分を、より容易かつ確実に発見することが可能にな
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１実施形態による電子内視鏡装置
の構成図
【図２】  ホイールの構成図
【図３】  各照明光及び各遮光板のタイミングチャート
【図４】  パーソナルコンピュータの構成図
【図５】  ＣＰＵによる処理を示すフローチャート
【図６】  通常観察画像例を示す図
【図７】  通常観察画像における輝度分布を示すグラフ
【図８】  第１閾値に基づく二値化後の通常観察画像例
を示す図
【図９】  第１閾値に基づく二値化後の通常観察画像に
おける輝度分布を示すグラフ
【図１０】  自家蛍光画像における輝度分布を示すグラ
フ
【図１１】  論理積処理後の自家蛍光画像例を示す図
【図１２】  論理積処理後の自家蛍光画像における輝度
分布を示すグラフ
【図１３】  第２閾値に基づく二値化後の自家蛍光画像
例を示す図
【図１４】  第２閾値に基づく二値化後の自家蛍光画像
における輝度分布を示すグラフ
【図１５】  モニタ上に表示される画面例を示す図
【図１６】  本発明の第２実施形態による光源装置の構
成図
【図１７】  光路切換ホイールの構成図
【図１８】  各照明光及び光路切換ホイールのタイミン
グチャート
【図１９】  光路切換ホイールの変形例を示す図
【符号の説明】
１      電子内視鏡
１１    配光レンズ
１２    対物レンズ
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１４    励起光カットフィルタ
１５    撮像素子
２      光源装置
２１    白色光源部
２２    励起光源部
２３    第１の遮光板
２４    プリズム
２７    ホイール *
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*２８    第２の遮光板
２９    光源制御部
３      ビデオプロセッサ
３５    マイクロコンピュータ
４      パーソナルコンピュータ
５      モニタ
６１    光路切換ホイール

【図１】

【図２】

【図５】

【図６】

【図７】

【図１３】
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